
（４）令和４年４月 「かもしか」 第８５号

【
転

入
】

陸
上
幕
僚
監
部
（
市
ヶ
谷
）
か
ら

二
等
陸
佐

坂
東

正
崇

第
五
偵
察
隊
（
別
海
）
か
ら

一
等
陸
尉

伊
藤

広
樹

令
和
四
年
三
月
十
四
日
付

【
転

出
】

第
十
師
団
司
令
部
（
守
山
）
へ

二
等
陸
佐

甲
田

一
剛

第
五
戦
車
大
隊
（
鹿
追
）
へ

一
等
陸
尉

岩
﨑

伸
行

機
甲
教
導
連
隊
（
駒
門
）
へ

一
等
陸
曹

大
枝

孝
至

令
和
四
年
三
月
十
四
日
付

自
衛
隊
福
岡
病
院
（
福
岡
）
へ

陸
士
長

太
田

辰
哉

令
和
四
年
三
月
二
十
三
日
付

人 事 往 来

定

期

昇

任

一
等
陸
曹
へ

辺
土
名
隆
太

二
等
陸
曹
へ

豊
田

祐
介

米
谷

一
穂

近
藤

弘
明

三
等
陸
曹
へ

中
村

巴
哉

加
納

涼

小
山

晴
生

山
内

拓
也

大
藪

雄
介

山
口

彰
太

陸
士
長
へ

井
上

翔
太

一
等
陸
士
へ

嶽

卓
馬

山
口

恒
聖

水
野

穏
馬

安
井

健
悟

鳥
居

伸
吉

中
島
京
太
郎

中
嶋

全

原
田

翔

令
和
四
年
一
月
一
日
付

三
等
陸
尉
へ

金
子

健

令
和
四
年
三
月
十
二
日
付

陸
士
長
へ

山
内

大
悟

西

慎
二

吉
田

匠
諒

令
和
四
年
四
月
一
日
付

陸
士
長

御
供
田
拓
海

須
崎

喜
只

福
田

結
希

夏
目

真
吾

陸
士
長

佐
藤

将
家

高
橋

海
人

河
村

駿
斗

（１）令和４年４月 「かもしか」 第８５号

か
も
し
か

【発行】
１０偵 総務

第１０偵察隊

一
面

二
面

四
面

三
面

人

事

往

来

各

訓

練

写

真

着

任

挨

拶

陸

曹

候

補

生

定

年

退

官

令
和
四
年
三
月
十
四
日
、
第
三
十
一
代
隊
長
に
陸
上

幕
僚
監
部
防
衛
部
よ
り
、
坂
東
正
崇
二
等
陸
佐
が
着

任
し
ま
し
た
。

【
略

歴
】

『
出

身
』
徳
島
県

『
期

別
』
０
７
Ａ
Ｍ
Ｂ

平
成
二
十
年
三
月

戦
車
教
導
隊

第
一
戦
車
中
隊

平
成
二
十
二
年
三
月

防
衛
大
学
校
付
・
防
衛
大
学
校
理
工
学
研
究
科

平
成
二
十
四
年
三
月

第
七
十
三
戦
車
連
隊

平
成
二
十
六
年
八
月

開
発
実
験
団
装
備
実
験
隊

平
成
二
十
七
年
三
月

陸
上
自
衛
隊
幹
部
学
校
付
・
第
四
十
三
期
技
術

高
級
課
程

平
成
二
十
八
年
三
月

第
二
師
団
司
令
部

第
三
部

平
成
三
十
年
三
月

第
七
十
三
戦
車
連
隊

第
五
戦
車
中
隊

令
和
一
年
八
月

陸
上
幕
僚
監
部

防
衛
部
防
衛
課

令
和
四
年
三
月

現

職

着
任
挨
拶

陸
曹
候
補
生
指
定

令
和
三
年
度
後
期

【
師
団
定
期
表
彰
】

第
三
級
賞
司

一
等
陸
尉

岩
﨑

伸
行

【
定
期
表
彰
】

第
四
級
賞
司
（
職
務
遂
行
）

二
等
陸
尉

和
久
田
康
弘

二
等
陸
尉

光
吉

克
久

陸
曹
長

箕
浦

雅
章

一
等
陸
曹

小
川

正
宏

二
等
陸
曹

豊
田

祐
介

第
四
級
賞
司
（
車
両
操
縦
）

陸
曹
長

藤
原

竜
也

三
等
陸
曹

比
嘉

政
晃

三
等
陸
曹

広
瀬
翔
一
朗

第
五
級
賞
司
（
業
務
改
善
）

陸
曹
長

小
谷

勝

第
五
級
賞
司
（
職
務
遂
行
）

陸
曹
長

香
山

幸
一

二
等
陸
曹

徳
岡

直
樹

第
五
級
賞
司
（
職
務
遂
行
）

二
等
陸
曹

服
部

篤
人

二
等
陸
曹

渡
邉

隆
太

二
等
陸
曹

坪
井

晴
紀

三
等
陸
曹

大
矢

貴
史

三
等
陸
曹

坂
本

裕
一

三
等
陸
曹

皆
川

知
哉

三
等
陸
曹

三
浦
靖
太
郎

第
五
級
賞
司
（
職
務
遂
行
）

三
等
陸
曹

溝
上

敏
平

三
等
陸
曹

菅
野

辰
哉

第
五
級
賞
司
（
車
両
操
）

三
等
陸
曹

福
田

有
祐

三
等
陸
曹

林

涼
馬

三
等
陸
曹

皆
川

知
哉

三
等
陸
曹

有
川

廸
文

褒
賞
状

陸
士
長

須
崎

喜
只

陸
士
長

武
田

拓
弥

【
師
団
優
秀
隊
員
】

褒
賞
状

一
等
陸
曹

小
川

正
宏

一
等
陸
尉

小
林

昭
雅

令
和
四
年
四
月
二
十
日
付

隊
員
ご
家
族
並
び
に
Ｏ
Ｂ
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
三
月
十
四
日
付
で
第
三
十

一
代
第
十
偵
察
隊
長
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
坂
東
二
佐
で
す
。
諸
先
輩
方

が
築
き
上
げ
て
き
た
歴
史
と
伝
統
を

有
す
る
第
十
偵
察
隊
に
勤
務
で
き
る

こ
と
は
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ

の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。二

月
下
旬
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
侵
攻
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
二
度

の
世
界
大
戦
を
経
て
も
な
お
、
世
界

に
は
領
土
的
野
心
を
有
す
る
国
家
が

存
在
す
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
懸
念
さ
れ
て
い
た
中
国
に
よ

る
台
湾
進
攻
は
、
よ
り
蓋
然
性
が
強

ま
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
厳
し
い
安
全
保
障
環
境
の
中

私
は
諸
先
輩
方
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ

つ
つ
、
「
精
強
た
れ
」
を
要
望
事
項

と
し
て
掲
げ
、
現
在
の
作
戦
環
境
に

適
時
適
切
に
対
応
で
き
る
心
身
と
と

も
に
充
実
し
た
部
隊
・
隊
員
を
育
成

し
、
隊
員
と
と
も
に
任
務
の
完
遂
に

邁
進
す
る
所
存
で
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

陸

曹

候

補

生

定

期

異

動

表

彰

～隊長統率方針～
任務を完遂し、生き残れ

～隊長要望事項～
精強たれ

【
定
期
異
動
】

永年の勤務
お疲れ様でした！



（２）令和４年４月 「かもしか」 第８５号

【
連
絡
先
】

愛
知
県
春
日
井
市西

山
町
無
番
地

第
十
偵
察
隊

総
務

０
５
６
８
（
８
１
）
７
１
８
３

内
線
６
１
３

いざ行かん！決戦の地へ 競技会結果は・・・・

部隊の部 第３位

ＲＣＶ射撃（縮射）（４月）

テレビ愛知取材ロキポ「働く車」
オートバイ訓練展示（４月）

オートバイ操縦練成（３月）

３ 月、４ 月 各 訓 練 写 真

ＲＣＶ射撃予習（３月）

個人の部 ７習会

第２位 寺岡３曹

令
和
４
年
４
月
２
５
日
（
月
）
～
２
８
日
（
水
）
ま
で

の
間
に
お
い
て
師
団
管
内
４
コ
射
場
を
使
用
し
師
団
小
火

器
射
撃
競
技
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
師
団
隷
下
14
コ
部
隊

が
参
加
す
る
中
、
並
み
居
る
強
豪
部
隊
を
抑
え
、
第
３
位

の
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

集弾率は第１位

師団小火器射撃競技会

（３）令和４年４月 「かもしか」 第８５号

第
十
偵
察
隊
総
務

担
当
：
広
報
陸
曹

☎
０
５
６
８‐

８
１‐

７
１
８
３

内
線(

６
１
３)

〒
４
８
６‐

０
８
０
３

愛
知
県
春
日
井
市
西
山
町
無
番
地 １枚￥６５０

オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ス
ク
を
つ
け
て

感
染
症
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

お
買
い
求
め
の
方
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
を
。

～
ご
覧
頂
い
た
皆
様
へ
～

ご
覧
い
た
だ
い
た
皆
様
方
の

色
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
ナ
イ
ス
な

情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
を
、

ど
し
ど
し
連
絡
し
て
下
さ
い
！

【
偵
察
隊
Ｈ
Ｐ
は
こ
ち
ら
】

陸曹候補生 初級陸曹特技課程修了者

こ
の
度
、
部
隊
の
皆
様
の

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
も
ち
ま

し
て
３
等
陸
曹
に
昇
任
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
教
育

で
学
ん
だ
こ
と
を
後
輩
に
普

及
し
部
隊
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

新
進
気
鋭
の
３
等
陸
曹
と

し
て
現
状
に
満
足
せ
ず
後
輩

隊
員
の
鑑
に
な
る
よ
う
日
々

、
知
識
技
能
を
高
め
任
務
を

邁
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。

山内３曹山口３曹

御供田候補生福田候補生

コ
ロ
ナ
禍
で
も
本
教
育

に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
部

隊
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
部
隊
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
で
す
。

今
や
っ
と
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
っ
た
事
を
重
々

認
識
を
し
て
任
務
完
遂
の

た
め
日
々
精
進
し
ま
す
。

３
月
２
５
日
に
第
４
陸

曹
教
育
隊
で
の
教
育
を
修

了
し
原
隊
復
帰
い
た
し
ま

し
た
。
陸
曹
に
な
る
者
と

し
て
精
一
杯
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

夏目候補生

中
部
方
面
混
成
団
長
賞

第
４
陸
曹
教
育
隊
長
賞

か
も
し
か
編
集
部
よ
り

部
隊
の
皆
様
の
支
援
が

あ
っ
て
こ
そ
陸
教
を
乗
り

越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
積
極
的

に
物
事
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
本
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

陸曹候補生 陸曹教育課程修了者

須崎候補生


